
□『次のテクノロジーで世界はどう変わるのか』山本康正/講談社 

■『世界の神話』沖田瑞穂/岩波書店 

□『ざんねんな手相 誰にでもあるけど変えられます』卯野たまご/扶桑社 

■『世界でいちばん素敵なお城の教室』加藤理文/三才ブックス 

□『「好き」を追求する、自分らしい旅の作り方 海外旅行に役立つアイデアと 

ワンテーマ旅のすすめ』auk/誠文堂新光社 

■『おとめ六法』上谷さくら・岸本学/KADOKAWA 

□『僕たちはまだ、仕事のことを何も知らない。』各務展生/学研プラス 

■『勉強するのは何のため？僕らの「答え」のつくり方』苫野一徳/日本評論社 

□『男子が１０代のうちに考えておきたいこと』田中俊之/岩波書店 

■『紙屋克子看護の心そして技術』NHK「課外授業ようこそ先輩」制作グループ/KTC 中央出版 

□『繊細すぎてしんどいあなたへ』串崎真志/岩波書店 

■『ウイルス対策ＢＯＯＫ 今こそ知ろう、未知の病原体から身を守るためのいろは』 

水野泰孝/笠倉出版社 

□『まちの植物のせかい そんなふうに生きていたのね』鈴木純/雷鳥社 

■『神谷町オープンテラスのおもてなしお寺スイーツ１２カ月』木原祐健/河出書房新社 

□『ふとらないシフォンケーキ オイルじゃなくて水だから』茨木くみ子/文化学園文化出版局 

■『優しい手としっぽ 捨て猫と施設で働く人々のあたたかい奇跡』咲セリ/オークラ出版 

□『もう一度、プロ野球選手になる。』新庄剛志/ポプラ社 

■『バンド』クリープハイプ・木村俊介／ミシマ社 

□『バナナのかわをのっけたら ランプル・バターカップのおはなし』マシュー・グレイギュプラー/光文社 

■『世界はデザインでできている』秋山具義/筑摩書房 

□『走って、悩んで、見つけたこと。』大迫傑/文藝春秋 

■『何を書けばいいかわからない人のための小論文のオキテ５５』鈴木鋭智/KADOKAWA 

□『ひとり歩きの会話集 英語』JTBパブリッシング 

■『君は月夜に光り輝く＋Ｆｒａｇｍｅｎｔｓ』佐野徹夜/KADOKAWA 

秀明大学学校教師学部附属秀明八千代中学校・高等学校 図書館 

 
 

本を読む前の手の消毒、読みたい本が消毒中で借りられない、座席が少ない…、など少しご
不便をおかけしていますが、皆さんが快く協力してくれているのでありがたい日々です。その
心がけが、過ごしやすい図書館の雰囲気につながっています。引き続きよろしくお願いします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2020年 

新しい本が入りました 

 

 

他にもたくさんの本が入りました。

リクエストはいつでも受け付けてい

ます。 



 

 

 

はやめの小論文対策を！ 

 今年も高校 3 年生が小論文対策の本を探しにきています。「もっと早く始めるべきだった…」「書

き方がわからない…」「小論文と作文の違いは何なの？」と悲痛な叫びも聞こえてきます。 

小論文と作文は違うものではありますが、共通点もあります。それは、「書くための材料」が必要

ということ。例えば作文では、「遠足に行った」という事実が材料です。小論文も、「設問を正しく

理解する力」や「考える力」も大切ですが、「知識」という材料も必要です。インターネット(情報

源が確かなものを)や本を読んで、まずはその分野を知ることから始めましょう。高校生だけでな

く、中学生のうちから始めていれば社会人になってからも役立つ「論理的な文章を書く力」を手に

入れることができると思います。今月は、知識を増やすための、はじめの一歩になるような手にと

りやすい本を紹介します。 

 

 

☆『心理学ってどんなもの』海保博之/岩波書店 

心とはどのようなものなのか。心理学はどのようなことを学ぶのか。 

 

☆『自分と未来のつくり方 情報産業社会を生きる』石田英敬/岩波書店 

この世界にあふれるメディアにおどらされず、うまく活用するには。まずは『モモ』から考えます。 

 

☆『わかりあえないことから』平田オリザ/講談社 

「近ごろの若者にはコミュニケーション能力がない」は本当？そもそもコミュニケーション能力とは？ 

 

 

☆『がんばらない』鎌田実/集英社 

医師である著者が、日々患者と接する中でとらえた様々なエピソード。 

 

☆『いのちはどう生まれ、育つのか』道信良子/岩波書店 

いのちの意味について考え、全ての子どもが尊厳ある存在として生きられる社会の在り方を探る。 

 

☆『なぜ科学を学ぶのか』池内了/筑摩書房 

科学とは、科学的な考え方とは。この社会で生きていくために必要なことは、物事を科学的に捉えること。 

 

 

☆『ぼくらの民主主義なんだぜ』高橋源一郎/朝日新聞出版 

日本が直面する問題をわかりやすく解き、未来に向けて考える。 

 

☆『政治のしくみがわかる本』山口二郎/岩波書店 

生活を大きく左右する政治。どこに注意して、どのように接したらいいのでしょう。 

 

☆『父と娘の法入門』大村敦志/岩波書店 

「法」の仕組み・考え方はどのようなものか、法学者のお父さんが娘と対話しながら探ります。 

 

☆『国際協力ってなんだろう 現場に生きる開発経済学』高橋和志/岩波書店 

貧困削減や開発援助、感染症対策など国際協力にかかわる 24 のテーマを取り上げて解説。 

 

☆『福祉ってなんだ』古川孝順/岩波書店 

社会福祉を学ぶ若い世代の、必読入門書。 

 

 

人文科学 

 

 

 

 

自然科学 

社会科学 

 

他にも沢山の材料になる本を所蔵してい
ます。小論文コーナーも更新していくの
で、図書館で確認してくださいね。 

 


